
 

 

施策 2-2-⑨  宅地地盤の嵩上げ 

【取組の概要】 

 津波浸水想定区域内の浸水深の浅い場合や津波の速度によって、その土地で生活を送るために津

波が押し寄せない高さまで土地を嵩上げする方法や浸水深より高い位置に床面を設ける方法があ

ります。 

 

【計画、整備にあたっての着眼点・留意点】 

・一筆の土地の嵩上げは、建物被害を軽減できる高さまで土地を嵩上げすること（前頁）と、周辺

の土地や前面道路等とのすり付け等を考慮します。 

・土地の嵩上げに対し、大雨による浸水被害を防止するため、補助制度を実施している地方公共団

体があり参考となります。また、高潮では条例により建築規制を行っている地方公共団体があり

ます。 

・下の写真は、浸水すると想定される高さまでＲＣでピロティ化し、駐車場として活用し、上部は

木造建物で整備している例です。 

住宅の嵩上げの例 

１階のピロティ化 

山の斜面を利用した地盤の嵩上げ 
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【事例】 

○愛知県東海市の取組 

・住宅浸水対策改修工事補助制度 

本市は、大雨による浸水被害を防止す

るため、既設の住宅の改修工事を行う者

に対して補助金を交付することにより、

災害に強いまちづくりの推進を図るこ

とを目的として、住宅浸水対策改修工事

補助制度を設けています。 
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○名古屋市の取組 

名古屋市臨海部防災区域建築条例 

指定された区域に応じて建築物の 1階の床の高さや構造などを規定しています。 

表 制限の概要表 

区域 1階の床の高さ 構造制限 図解 

第 1種区域 N･P(+)4m以上 木造禁止  

 

 

 

第 2種区域 N･P(+)1m以上 2階建以上とすること(2階以上

に 1以上の居室設置) 

ただし、以下の1から3のいず

れかの場合は平屋建とするこ

とができる 

1:1階の 1以上の居室の床の

高さがN･P(+)3.5m以上 

2:同一敷地内に 2階建以上の

建築物あり 

3:延べ面積が 100m2 以内のも

のは避難室、避難設備の設

置 

 

第 3種区域 N･P(+)1m以上 なし  

 

 

 

第 4種区域 N･P(+)1m以上 2階建以上とすること(2階以上

に 1以上の居室設置) 

ただし、以下の 1、2のいずれ

かの場合は平屋建とすること

ができる 

1:1階の 1以上の居室の床の

高さがN･P(+)3.5m以上 

2:同一敷地内に 2 階建以上の

建築物あり 

 

出典：名古屋市臨海部防災区域建築条例（名古屋市） 

http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/54-5-6-0-0-0-0-0-0-0.html 
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